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康
告
税
論
-
-

t
ル
の
祉
曾
撃
概
念
・
-
-
-
-
講
師
丈
準
一
昨
上

露
西
亜
の
新
経
済
政
策
ご
農
業
・
-
教
授
法
事
博
士

土
佐
の
百
姓
一
撰
・
・
・
・
・
・
'
教
授
卸
持
田
中
士

時

間

捨

柵

支
那
問
題
管
見
・
目
-
-
-
-
-
-
-
-
教
授
法
単
一
博
士

強
風

教
捜
法
事
怖
士

理

プ
ル
ゲ
ン
氏
自
諸
枇
曾
主
義
評
論
敬
授
法
串
博
士

琉
球
の
鹿
長
役
以
後
・
・
・
・
・
敬
授
訟
皐
博
士

雑

錦
略

日
銀
指
批
柑
用
の
一
指
標

伊
太
利
の
リ
ラ
賃
引
上
策
に
つ
い

τ

長
週
明
景
気
循
嘩
に
附
す
る
一
研
究
・
紹
叩
問
問
中
士

梅
雨
考
・

E

-

-

-

-

-

-

敬
投
法
串
博
士

講
師
粧
尚
早
士

-抑制前準士
組

筒

鴫

神

戸

正

雄

米
国
庄
太
郎

河

田

嗣

耶

黒

正

巌

末

麗

重

雄

田

島

錦

治

山
本
美
越
乃

財菊松崎

部田岡川
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伊
太
利
の
リ
ラ
貨
引
上
策

に
つ
い
て

一
世
界
大
戦

ω修
了
に
件
。
欧
州
聞
に
於
り
る
交
戦
各
闘

一
は
各
々
県
内
純
情
的
復
興
へ
の
途
を
急
い

rが
、
其
山

一
前
要
問
題
は
職
守
中
の
邦
貨
膨
服
を
は
如
何
に
成
托
す

一
る
か
仁
あ
っ
た
o

前
米
・
此
の
附
脳
は
掛
川
仁
瑚
論
家
及

一
野
際
家
ゆ
み
で
は
な
い
¥
刺
舎
の
あ
ら
ゆ
る
方
而
的
人

↑
々
の
胸
心
の
焦
貼
・
に
な
っ
た
。
今
や
各
闘
は
議
論
よ
り

↑
漸
〈
吋
行
の
城
に
進
み
、
巳
に
獅
逸
は
一
九
二
三
年
、

一
兆
古
利
は
-
九
二
五
年
、
イ
ル
ギ
!
、
イ
タ
リ
ヤ
は
一

↑
九
二
六
年
そ
れ
作
、
共
の
椴
本
間
姐
り
解
決
を
は
か

一
h
・
フ
ラ
ン
ス
も
亦
漸
〈
此
(
の
模
索
I
b
腕
せ
ん

t
L

松

孝

怖l

~l'. 

て
ゐ
る
。
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世
太
刺
の
リ
ヲ
食
引
よ
策
に
つ
い
て

此
の
問
題
一
い
閲
し
て
は
所
謂
凋
貨
縮
φ
設
正
之
に
反

劃
す
る
縄
貨
膨
服
設
ご
の
論
争
正
は
別
に
舗
立
し
て
、

事
乃
貨
幣
り
切
下
傾
値
を
定
め
・
』
の
新
金
単
位
を
基
準

正
し

τ此
問
題
を
解
決
す
べ
し
Z
設
〈
論
者
も
砂
〈
な

い
。
し
か
し
イ
タ
リ
ヤ
に
於

τは
此
の
訟
は
ム
ツ

Y
F

I--
が
「
か
〈
の
如
き
金

y
-フ
制
度
川
町
採
用
は
岡
山
部

ω

道
徳
的
破
産
で
あ
b
耐
税
務
的
損
失
で
め
る
‘
イ
タ
w
y

ヤ

の
行
H
M

ん
己
す
る
ご
ニ
ん
は

y
ラ
痕
値

ω
逐
次
的
な
引

上
げ
に
あ
る
」
吉
逃
べ
て
以
来
漸
次
其
の
影
を
う
す
め

て
ゐ
る
。

然
ら
ば
其

ω
P
ラ
の
贋
値
引
上
U
如
何
に
し
て
行
は

れ
ん
ピ
す
る
も
の
で
あ
る

r
。
こ
れ
に
答
ふ
る
も
の
は

一
九
二
六
年
九
月
七
日
の
法
枠
に
よ
る
紙
管
流
通
に
閲

す
る
規
定
で
あ
る
。
以
下
漸
を
追
う
て
之
ド
ウ
い
て
越

吋

τ見
た

ν。

イ
タ
9
ヤ
が
世
界
大
戦
直
前
に
有
せ
る
紙
修
旅
姐
高

は
二
十
二
一
億
九
千
人
百
蔦
y
ラ
で
ゐ
っ
た
が
、
一
九
一

八
年
に
は
百
三
十
三
億
三
千
二
百
高
リ
ラ
に
注

L
、一

九
二

O
年
仁
は
二
百
二
十
億
9
-
フ
の
最
高
を
突
き
、
最

近
に
は
ニ
宵
億
p
-
Y
を
上
下
し
て
ゐ
る
。
其
内
容
は
四

雑

総

第
=
十
四
巻

五
丸

O

第
三
銑

一
回
大

穏
に
分
つ
こ
芯
が
で
き
る
。

第
一
は
玉
、
十
、
二
十
五
ザ
ノ
ラ
の
政
府
紙
幣
で
あ
っ

τ

其

ω宜
同
は
二
十
一
億

y
ラ、

第
二
は
銀
行
に
於
り
る
政
府
的
借
入
劫
定
で
め
る
、

卸
も
政
府
は
六
十
七
億
二
千
九
百
五
十
高

y
ラ
の
借
入

金
を
俊
券
銀
行
犯
る
イ
タ
9
ヤ
銀
行
に
求
め
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

第
三
は
有
償
鐙
徐
貸
附
に
閲
す
る
も
の
で
其
高
は
四

十
億
P
ラ、

第
四
は
商
業
取
引
に
劃
す
る
流
通
で
あ
っ
て
裳
の
高

は
七
十
五
億
9
ラ
で
あ
る
。

-
』
の
四
和
的
紙
僻
剛
疏
通
商
に
劃
し
前
掲
九
月
七
日
の

法
律
は
如
何
に
規
定

Lτ
居
る
か
ご
い
』
に
、
ま
づ

第
一
の
も
の
に
就
い
て
は
一
九
二
六
年
末
迄
に
一
一
十

五
9
ラ
紙
幣
四
億

y-フ
ぞ
同
牧
す
る
外
、
一
九
二
六
年

十
月
以
降
に
於

t
五
及
び
十
リ
ラ
紙
幣
を

E
れ
作
¥
政

府

ω有
す
る
一
及
び
三

3
フ
の
銀
貨
己
交
換
す
る
。
こ

の
銀
貸
以
交
換
仁
先

rも
務
的
数
字
の
刻
印
の
み
を
趣

へ
τ
一
p
-フ
を
五
η
ノ
ラ
仁
、
ニ

y
Eフ
を
十
9
-フ
に
訂
正

す
る
。
司
-
れ
に
よ
り
政
府
は
銀
貨
三
億
四
千
高

P
ラ

-、.
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ー
ー
し
か
も
其
の
賓
館
街
舗
は
そ
の
二
分
の
一
以
下
で
第
一
一
一
の
も
の
は
イ
タ

y
ヤ
割
引
銀
行
的
破
産
及
其
他

同
る
ー
ー
を
以
て
五
及
十

y
ラ
紙
幣
十
七
億

y
ラ
ご
交
の
銀
行
に
劃
す
る
救
済
手
段

Z
L
て
後
日
行
苫
机
た
る
も

援
す
る
よ
正
、
な
る
o

此
の
銀
貨
に
卦
L
τ
鋳
潰
又
は
一
の
で
あ
る
、
ニ
れ
は
闘
定
的
性
質
の
貸
付
で
は
あ
る
が

海
外
輸
出
が
行
は
れ
は
し
な
い
か
正
い
ふ
懸
念
は
、
そ
一
之
に
品
到
し
て
袋
行
苫
れ
た
四
十
億

y-フ
は
一
九
三
二
年

の
品
位
が
千
分
の
八
百
三
十
五
で
ゐ

b
、
銀
債
は
今
日
一
迄
に
回
牧
さ
れ
る
筈
に
な
っ
て
ゐ
る
。

〕
及
一
一
9

9
銀
貨
が
制
定
吉
れ
た
嘗
附
の
二
分

ω
一
以
一
第
四
の
商
業
取
引
資
金
た
る
七
十
五
億
"
ノ
ラ
は
そ
り

下
で
あ
る
正
い
ふ
動
か
ら
今
旬
、
柁
憂
で
&
る
。
一
一
う
も
に
ナ
ポ

y
銀
行
及

v
v
p
ヤ
銀
行

ωA軍
機
備
買
'
h

第
二
の
も
の
郎
も
イ
タ

y
ヤ
銀
行
に
劃
す
る
政
府
の
↑
仁
対
す
る
十
五
億

y
ラ
を
合
ん
で
居
る
か
ら
‘
之
を
差

借
入
金
に
闘
し
て
は
、
政
府
は
漸
次
的
に
ニ
れ
を
謹
竺
引
(
ピ
き
は
残
額
は
六
十
億
ご
な
る
。
新
規
定
は
こ
の

せ
ん

5
;の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
つ
の
方
法
に
よ
一
最
高
限
を
七
十
億

;
t定
的
非
常

ω場
合
仁
は
真
に

つ
て
な
き
れ
る
。
一
は
毛
片
ガ
ン
商
曾
よ
b
借
入
れ
た
一
八
十
億

y-フ
ま
で
の
接
行
を
認
め
る
。
こ
の
最
高
限
己

九
千
高
弗

7
7ャ
銀
行
に
交
附
L
、
之
を
金
準
備
一
非
常
最
高
限
正
の
差
十
億
9

9
に
劃
し
て
は
割
引
率
に

仁
繰
入
れ
、
此
の
額
に
宮
田
す
る
紙
幣
二
十
五
億
;
一
そ
り
三
分

ω
一
を
加
へ
た
も
の
に
等
し
い
非
常
税
が
謀

ι費
行
せ

L
品
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
府
借
入
金
を
減
竺
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

τ七
十
億
;
以
上
に
畿
行

[
観
る
司
」
ご

t
ゐ
h
、
こ
は
残
品
川
の
備
入
金
鈴
却
の
た
一
せ
ら
れ
た
紙
鮮
は
七
分
の
割
引
率
ご

L
て
約
九
分
三
厘

め
最
長
人
ク
年
の
期
悶
を
限
り
毎
年
少
〈
も
五
億
り
こ
三
の
俊
一
訂
枕
を
納
付
せ
ね
ば
な
ら
ね
か
色
、
銀
行
に
針

げは
K
M
引
い
仁
れ
れ
げ
い
山
内
的
問
一
時
折
汁
計
七
い
れ
い
い
M
U
M
けいは司

Z

出
は
其
最
少
限
度
は
一
見
に
悼
町
一
段
せ
ら
れ
、
期
間
も
亦
何
等
利
盆
な
き
に
も
拘
ら
?
の
非
常
一
耐
震
行
を
ば
強
制
一

従
つ

τ短
縮
せ
ら
れ
る

す
る
こ
ご
も
ゐ
b
得
る
誇
で
ゐ
る
。

難

量ま

伊
大
剥
四
リ
ラ
貨
引
上
筑
に
つ
H

て

第
=
十
四
巷

E 
;l 

第
三
都

一
四
七
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雑

五
ゴL

一
四
人

錯

世

大

刺

白

り

ラ

貨

引

上

僚

に

つ

い

て

第

三

競

か
〈
の
加
さ
計
査
仁
従
っ
て
第
一
の
政
府
紙
鰐
が
、
す
る
流
泌
で
の
る
時
は
古
う
は
ゆ
か
な
い
。
蓋
し
、
紙

二
十
五

y
ラ
紙
絡
的
回
収
ピ
、
五
及
十
リ
ラ
紙
融
市
川
町
銀
融

mω
嫌
行
が
政
府
に
封
ず
る
流
通
り
た
め
で
ゐ
る
時
は

貨
へ
の
交
換
正
仁
よ
っ
て
全
部
英

ω
形
を
ひ
そ
晶
、
第
一
紙
幣

ω
接
行
は
国
庫
の
必
要
に
臆
守
L
酌
ら
れ
、
従
っ

こ
の
政
府
借
入
金
が
悪
臭
仁
掛
[
毎
年
少
〈
も
五
億
三

τ商
業
取
引
上
に
於
て
何
等
そ
の
後
行
を
増
寸
必
要
が

?
を
繰
り
入
れ
る
こ
己
、
、
イ
タ
リ
ヤ
銀
行
に
謝
す
る
一
な
い
時
で
き
へ
、
同
庫
の
需
要
の
増
加
は
其

ω
後
行
h
f

政
府

ω九
千
高
弗
交
附
ど
に
よ
り
次
第
に
減
少
L
、
真
一
要
求
し
、
し
か
も
政
府
は
此
的
品
目
行
に
封
L
て
必
要
な

に
第
三
の
有
償
詮
努
貸
附
勘
定
h
逐
次
同
牧
手
れ
る
己
一
一
財
源
を
有
っ

τゐ
な
い
の
で
、
紙
幣
に
し
て
一
度
過
則

す
れ
ば
、
結
局
、
比
較
的
創
期
間
に
紙
融
市
漉
過
の
全
部
一
正
な
っ
て
も
容
易
に
之
を
回
牧
L
得
な
い
か
ら
で
あ

は
会
〈
取
引
の
た
め
の
も
の
ど
な
与
、
ま
た
共
的
数
量
一
品
。
e

』
れ
に
反
し
、
商
業
取
引
勘
定
の
た
め
に
義
行
せ

も

減

ず

る

で

ゐ

ら

う

。

一

ら

れ

た

も

の

は

、

取

引

の

増

加

す

る

時

は

其

の

割

引

へ

以
下
か
〈
の
如
き
現
象
に
劉
し
ま
づ
第
一
に
質
的
の
一
の
需
要
増
加
に
よ
り
・
ま
た
取
引
が
不
振
な
る
附
は
制

見
地

J

h
、
第
二
に
量
的
の
見
地
よ
り
し
て
研
究
を
試
一
引
へ
の
需
要
減
少
に
よ
b
、
自
動
的
に
戒
は
膨
服
、

み

て

み

や

う

。

…

或

は

縮

少

す

る

o

従
っ
て
紙
鮮
は
満
期
日
の
到
来
に
よ

紙
融
市
は
其
の
接
行
内
容
か
ら
見
て
政
府
に
劃
す
る
流
一
る
手
形
の
支
搬
に
よ
b
銀
行
に
回
牧
せ
ら
れ
て
も
・
制

過
が
減
じ
商
業
取
引
に
劃
す
る
流
通
が
増
加
す
る
に
伴
一
引
に

L
て
減
少
す
る
時
は
、
紙
幡
市
の
殺
行
は
行
は
れ
な

ひ
、
次
第
に
其
の
償
低
が
騰
貴
し
安
定
す
る
も
の

T
ゐ
一
い
。
か
〈
の
如
き
取
引
ご
紙
併
後
行
ご
の
描
理
化
の
一
致

る
。
紙
幣
の
俊
行
が
商
業
取
引
を
基
礎
正
[
て
行
は
れ
て
は
、
政
府
じ
劃
す
る
流
通
の
如
き
葉
の
師
理
化
が
取
引
の

る
時
は
紙
格
の
増
減
は
取
引
の
増
減
に
膝
A
V
る
で
コ
に
一
増
減
ご
別
仰
の
も
の
で
あ
る
も
の

V
Uリ
も
そ
の
義
行
上

な
骨
、
ニ
、

μ
紙
幣
俊
行
の
揖
力
性
は
費
抑
せ
ら
れ
る
調
味
性
強
(
、
従
っ
て
紙
幣
債
値
ょ
J
大
に
、
そ
の
畿

や
う
に
な
る
c

然
る
に
も
L
紙
幣

ω義
行
が
政
府
に
割
動
よ
り
少
い
品
古
は
極
め
て
嘗
然
で
あ
る
o

第
ニ
十
四
巻

-、.
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放
に
流
通
が
前
越
せ
る
如
き
弾
力
性
を
得
る
た
め
仁
に
封
し
、
重
大
な
影
響
を
奥
へ
て
ゐ
る
。

は
、
単
に
そ
の
概
念
上
の
抽
型
化

ωみ
で
は
行
は
れ
な
リ
ラ
は
政
府
が
イ
タ

zy
ャ
銀
行
を
し
て
或
は
政
府
借

ぃ
。
資
質
上
、
商
業
取
引
に
封
す
る
品
目
行
ご
い
ふ
意
味
入
金
に
、
或
は
破
産
銀
行
救
済
に
、
藤
せ
し
め
る
た
め

へ
の
内
容
的
品
理
化
が
必
要
で
あ
る
。
従
来
寸
タ
η
ノ
ヤ
に
一
逐
次
そ
の
後
行
高
を
増
加

L
次
第
に
そ
の
煩
備
を
失
つ

於
て
は
叩
』
の
取
引
に
封
品
目
行
さ
れ
る
流
泌
は
、
長
期
た
り
れ
ど
も
予
政
府
自
身
が
そ
の
借
入
金
を
償
還

L
、

的
取
引
に
刑
判
L
て
も
用
ひ
ら
れ
た
る
外
に
、
短
期
大
蔵
一
ま
た
銀
行
救
憐
に
針
す
る
資
金
の
閑
定
も
解
か
れ
、
結

省
設
努
じ
も
亦
庚
〈
周
ひ
ら
れ
た
。
然
し
今
日
は
短
期
一
局
、

hr

〈
ハ
州
知
き
目
的
の
翁
め
に
後
行
さ
れ
た
過
剰
紙

大
成
省
設
努
は
す
で
に
、
償
溢
に
よ
ち
百
六
十
億
リ
ラ
併
が
不
要
己
な
る
に
従
ひ
、
再
び
葉
の
煩
備
を
増
加
す

に
減
じ
て
居
b
、
政
府
は
ニ
れ
以
上
一
的
償
m
泌
が
不
能
恒
一
る
で
あ
ら
う
。

の
で
之
を
整
理
会
伎
に
振
換
へ
ん
=
し
て
ゐ
る
o

従
つ
一
ま
た
通
貨

ω逐
次
的
牧
紛
は
・
支
梯
手
段
の
稀
少
性

て
今
や
紙
併
殺
行
り
新
原
凶
は
認
め
ら
れ
ず
・
か
く
て
一
に
影
響
し
、
従
っ
て
外
同
矯
替
り
改
善
を
賛
す
。
例
へ

こ
れ
迄
銀
行

ω商
業
的
性
質
り
金
融
に
謝
し
無
律
背
害
一
ば
最
近
に
於
工
僅
か
十
阿
倍
リ
ノ
ラ
の
減
少
・
卸
も
二
百

な
る
競
争
を
な
す
大
成
省
略
券
投
資
は
消
滅
、
紙
幣
一
億
に
劉
し
て
七
バ

1
セ
ン

l
の
減
少
が
砂
川
闘
を
百
三
十

畿
符
を
ば
掛
政
府
=
の
凡
ゆ
る
聞
係
か
ら
解
放
し
、
紙
一

y
ラ
よ
b
汀
五
十
リ
ラ
に
印
も
十
三
ハ

1
セ
ン
ト
快
復

幣
後
行
に
閥
L
安
全
な
る
揮
力
性
Z
い
ふ
最
も
希
望
す
一
せ

L
め
た
が
如
き
・
』
れ
で
あ
る
。
加
之
、
荊
貨

ω
逓
次

べ
呈
重
要
な
る
性
質
が
銀
行
に
劃

Lτ
奥
へ
ら
れ
る
こ
一
一
附
な
牧
縮
は
漸
次
卸
寅
傾
格
合
下
落
せ
し
め
、
誕
に
よ

正

、

な

る

。

一

h
緩
漫
で
は
め
る
が
小
寅
便
秘
を
も
下
務
せ

L
め
る
-
}

し
か
し
な
が
ら
、
か
〈
の
如
き
質
的
の
改
善

t
共
に
一
吉
、
な
る
。

新
規
定
は
量
的

ω改
藩
邸
流
通
紙
幣
蛙
ペ
減
少
を
も
考
吾
々
は
以
上
川
貨
縮
少
の
利
盆
仕
の
ぺ
た
け
れ
H
t

慮
し
た
も
の
で
ゐ
つ

c-
ニ
の
事
は
紙
格
制
値

ω
府
加
も
、

L
か
し
-
」
れ
仁
件
ム
多
〈
の
困
雄
三
何
磯
ピ
が
あ

伊
太
利
の
り
ラ
貨
引
上
健
に
つ
い
て

難

録

節
=
十
四
巻

王
7L 

第
三
梯

四
九

-、.

. '. 



雑

録

昆
週
捌
賢
割
削
刑
判
現
に
闘
す
る
一
研
究

第
二
十
四
番

五
九
四

俸
三
揖

一五
O

る
こ
己
を
否
定
せ
ん
正
す
る
も
の
で
な
い
。
事
賞
、
過
は
閥
民
純
抑
的
へ
の
色
彩
を
強
く
し
っ
、
あ
る
こ
ご
、

貨
縮
少
は
理
論
的
反
封
の
外
に
・
質
際
上
の
反
封
が
あ
及
び
か
く
の
如
き
色
彩
を
い
よ
い
I

よ
濃
〈
す
る
こ
ご
に

る
o

郎
も
銀
行
家
の
最
も
反
劃
す
る
ご
-
』
ろ
で
あ
h
、
一
-
r
e
h
リ
P
ラ
貨
の
引
上
安
定
策
に
資
せ
ん

t
L
っ
、
あ
る

地
主
、
商
工
業
者
、
投
機
業
岩
、
積
極
的
企
業
家
の
民
一
こ
ぜ
は
注
目
す
ぺ
き
ニ
吉
、
回
宝
。

測
す
る
正
こ
ん
で
あ
る
o

り
れ
Y
」
も
此
等
の
人
々
の
利
一

盆
は
特
柿
な
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
通
貨
の
減
少
は
消
一

技
者
即
物
倒

ω下
落
に
よ
る
す
ぺ
て
の
閥
民
の
利
盆
で
一

あ
り
、
更
に
ま
た
流
池
の
他
会
主
ム
リ
生
十
る
縦
横
的
の
一

例
会
は
共
i
閥
民
純
情
一
般
の
利
盆
で
あ
る
。
-
』
れ
旬
一

も
か
〈
の
如
き
特
柿
な
る
利
盆
を
制
限
L
、
閥
民
最
大
一

多
数
の
刺
盆
に
努
力
ぜ
ん
が
化
め
、
多
〈
の
困
難
正
一
附
一

硬
正
が
あ
る
仁
も
拘
ら
十
五
両
々
が
イ
タ
リ
ヤ
政
府
に
よ
一

っ
て
採
用
せ
ら
れ
た
品
目
別
貸
抑
制
少
の
計
輩
を
支
持
し
、

鱒
踏
な
〈
ヲ
ラ
の
引
上
仁
溢
逃
す
る
出
川
以
で
ゐ
る
。
一

以
上
4
タ
リ
ャ
の
u
y

ラ
欄
値
引
上
に
つ
い
て
的
政
府
一

の
方
針
、
並
び
仁
之
に
劃
す
る
見
ピ
ノ
の
所
論
的
大
喪
一

を
述
べ
た
。

4
タ
リ
ヤ
の
如
、
き
右
倒
的
思
想
に
よ
っ
て
一

統
治
せ
ら
れ
る
困
に
於
τ

h
肉
ほ
、
そ
の
扱
券
銀
行
に
一

罰
す
る
最
近

ω
傾
向
が
、
従
来
の
、
政
府
の
金
庫
、
政

府
の
銀
行
た
る
位
指
よ
b
去
っ

τ、
出
回
〈
商
業
的
・
東
に
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